
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」
と
「
パ
リ
生
活
場
景
」
の
主
題

ー
「
パ
リ
生
活
場
景
」
払
珊
　
ω

西
　
　
川
　
　
砧
　
　
子

　
　
@
　 ?
D
金
色
の
眼
の
娘
、
第
一
章
コ
、
－
の
相
貌
L
　
　
難
熱
羅
鏡
韓
髭
難
篇
％
嘱
難
戦
勿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
響
ダ
懸
難
纏
羅
舞
欝
購
翫
駒
脚
譲
嫁
慧
つ
り
饗
膀
鯵
懸
胤
馨
な
か
で
田

年
の
人
生
に
お
け
る
最
初
の
冒
険
を
描
い
た
の
が
「
私
生
活
場
景
」
だ
っ
た
。
　
　
　
パ
リ
の
住
民
は
職
業
と
、
居
住
地
域
と
、
生
活
原
理
に
よ
り
、
五
つ
の
階
級

そ
こ
か
ら
「
パ
リ
生
活
場
景
」
へ
移
る
と
、
う
っ
て
か
わ
っ
て
色
彩
の
過
剰
、
　
　
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
が
地
獄
の
各
層
に
あ
た
る
。
①
労
働
者
②
プ
チ
・
ブ
ル

あ
ら
ゆ
る
誇
張
、
崎
型
の
渦
巻
く
光
景
が
展
開
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ア
③
ブ
ル
ジ
ョ
ア
④
芸
術
家
⑤
貴
族
。

　
「
パ
リ
生
活
場
景
」
巻
頭
の
作
品
が
超
現
実
的
な
秘
密
結
社
の
登
場
す
る
「
十
　
　
　
　
各
階
級
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
な
、
な
に
か
極
端
な
も
の
を
か
せ
ら
れ
・
そ

三
人
組
物
語
」
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
印
象
を
つ
よ
め
る
。
な
か
で
も
、
ド
ラ
　
　
の
重
荷
に
苦
し
ん
で
い
る
。
「
下
層
階
級
の
と
ほ
う
も
な
い
労
働
・
大
小
の
ブ

ク
ロ
ワ
に
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
る
第
三
話
「
金
色
の
眼
の
娘
」
は
、
異
国
趣
味
を
　
　
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
を
お
し
つ
ぶ
す
頽
廃
し
た
利
害
関
係
、
芸
術
家
の
冷
酷
な
思

と
り
い
れ
た
強
列
な
色
彩
に
い
ス
ど
ら
れ
、
過
度
に
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
物
語
で
あ
　
　
　
想
、
上
流
階
級
が
た
え
ま
な
く
追
求
す
る
過
度
の
快
楽
、
こ
れ
ら
が
パ
リ
の
顔

る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
の
小
説
の
第
一
章
に
「
パ
リ
の
相
貌
」
　
　
の
平
生
の
醜
悪
さ
を
説
明
す
る
。
憶
－

と
い
う
長
い
プ
ロ
ロ
ー
グ
を
お
い
て
、
物
語
中
に
描
か
れ
る
異
常
性
こ
そ
、
パ
　
　
　
　
上
流
階
級
の
か
か
っ
て
い
る
倦
怠
の
病
気
が
、
「
金
色
の
眼
の
娘
」
の
猟
奇

リ
と
い
う
都
会
の
現
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
お
こ
う
と
し
た
。
　
　
　
　
　
　
的
冒
険
の
裏
側
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



　
し
か
し
、
病
ん
で
い
る
の
は
、
上
流
階
級
だ
け
で
は
な
い
。
地
獄
の
各
層
を
　
　
　
の
も
う
一
つ
の
本
の
題
名
が
思
い
お
こ
さ
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
事
実
、

描
写
し
て
ゆ
く
文
章
は
、
次
の
よ
う
な
単
語
の
羅
列
で
あ
る
。
　
　
　
、
　
　
　
　
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」
の
断
片
と
い
わ
れ
る
二
つ
の
エ
ッ
セ
ー
、
「
優
雅
な
生

　
ω
Φ
α
繰
自
ヨ
Φ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
活
論
」
と
「
歩
き
方
の
理
論
」
は
、
「
金
色
の
眼
の
娘
」
第
一
章
と
き
わ
め
て

　
ω
①
σ
Q
効
9
三
昌
ω
Φ
α
q
鴨
o
ω
玖
び
ヨ
p
。
一
σ
q
目
一
さ
b
巴
一
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
似
し
た
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
’

　
げ
『
¢
づ
Φ
α
Φ
》
＄
9
昌
o
旨
Φ
山
Φ
け
9
需
ω
u
げ
5
ぢ
O
◎
．
ぞ
「
Φ
ω
ω
P
　
　
　
　
　
　
　
　
「
私
生
活
場
景
」
の
背
後
に
「
結
婚
の
生
理
学
」
が
あ
っ
た
よ
う
に
ふ
「
パ
リ

　
8
触
ω
一
8
冒
ξ
ω
δ
¢
ρ
自
ひ
二
巳
ω
少
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
場
景
」
に
対
し
て
は
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」
が
あ
る
と
仮
定
で
き
な
い

　
富
壁
o
①
二
ω
ひ
ρ
覧
舞
ρ
≦
o
一
二
ρ
ω
鋤
ロ
ω
冨
①
ξ
き
×
団
Φ
二
×
u
　
　
　
　
　
　
だ
ろ
う
か
口

　
沼
霧
一
興
已
Φ
3
畠
碧
ω
一
鋤
冨
ヨ
び
ρ
巴
『
叡
ぴ
騨
少
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
ー
　
ピ
四
霊
一
一
Φ
碧
区
鴫
Φ
ζ
×
α
、
9
（
Ω
器
。
。
β
器
ω
O
母
巳
霞
）
ー
以
後

血
Φ
ω
霞
ロ
o
θ
一
8
喜
団
ω
β
ρ
①
Φ
け
目
o
『
巴
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勾
゜
図
゜
○
°
と
略
す
ー
℃
°
ω
゜
。
①

　
の
．
二
ω
①
『
①
け
α
ひ
ヨ
。
触
9
財
ω
㊦
嬬
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
⇔
　
仮
空
の
本
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」

鰻
襲
鱗
．
馨
鮪
．
鞠
難
r
　
　
　
　
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」
の
構
程
早
く
か
ら
あ
ξ
し
い
・
バ
ル
ザ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

琶
霞
曇
ρ
8
ぎ
二
。
・
・
雲
ω
舞
　
　
　
　
　
　
ヅ
ク
自
身
竺
八
二
〇
年
か
ち
、
と
い
っ
て
い
る
。
し
亦
し
、
記
録
に
残
っ
て
一

　
一
Φ
ω
望
Φ
¢
×
8
H
巳
ω
9
0
Φ
讐
ひ
ω
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
も
の
の
中
で
、
亡
の
題
名
が
は
じ
め
て
現
わ
れ
る
の
は
、
「
結
婚
の
生
理

　
ω
鴫
目
讐
O
ヨ
Φ
ω
創
Φ
一
・
鋤
ぴ
讐
δ
ω
Φ
目
Φ
三
α
①
冨
冒
Φ
昌
ω
σ
ρ
　
　
　
　
　
　
゜
　
　
　
学
」
（
一
八
二
九
年
）
出
版
の
数
ヵ
月
後
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
へ

　
び
甑
ω
少
㌶
江
σ
q
二
少
ω
9
器
⊆
×
℃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
三
〇
年
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
「
優
雅
な
生
活
論
」
を
執
筆
。
原
稿
の

　
一
ヨ
℃
巳
ω
ω
き
6
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
優
雅
な
生
活
論
」
の
題
名
の
上
に
、
さ
ら
に
「
社
会
病
理
学
、
ま
た
は
住
居
、

　
す
べ
て
の
階
級
が
・
歪
み
・
傷
つ
き
・
病
ん
で
い
る
の
だ
。
、
　
画
．
　
　
　
　
　
食
物
、
歩
き
方
、
馬
医
術
、
言
葉
や
行
動
、
あ
る
い
は
沈
黙
、
な
ど
：
・
…
に

　
「
金
色
の
眼
の
娘
」
序
章
は
、
「
十
三
人
組
物
語
」
が
「
パ
リ
生
活
場
景
」
の
　
　
　
　
よ
っ
て
社
会
状
態
が
提
示
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
式
の
下
に
と
ら
え
ら
れ
た
思
想

最
初
の
作
品
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
き
に
書
か
れ
た
。
従
っ
て
、
場
景
全
　
の
表
現
に
つ
い
て
の
数
学
的
、
物
理
的
、
化
学
的
、
先
鵯
考
擦
1
『
結

体
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
も
・
か
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
パ
リ
生
活
場
景
」
の
主
題
　
　
　
婚
の
生
理
学
』
の
著
者
に
よ
る
L
と
書
き
こ
み
が
あ
る
。

は
、
こ
の
地
獄
の
五
つ
の
層
を
め
ぐ
り
歩
い
て
、
住
民
達
の
病
状
を
く
ま
な
く
　
　
　
一
八
三
〇
年
八
月
、
「
結
婚
の
生
理
学
」
を
認
め
た
ラ
チ
エ
に
「
優
雅
な
生
活

描
き
あ
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
　
　
　
　
　
　
，
　
論
L
の
原
稿
を
送
り
、
批
評
を
乞
罰
。
バ
ル
ザ
．
ク
に
は
需
の
本
と
し
て

　
こ
こ
で
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」
（
「
分
析
研
究
」
）
と
い
う
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
　
　
　
充
分
の
内
容
と
い
う
自
信
が
あ
っ
た
。



一
八
三
〇
年
十
月
、
十
一
月
、
「
優
雅
な
生
活
論
」
を
発
表
（
U
p
寓
o
島
①
）
。
　
　
　
位
置
に
つ
い
て
は
、
「
近
代
刺
戟
物
論
」
の
巻
頭
註
の
中
に
、
最
も
詳
し
く
説

一
八
三
三
年
八
月
、
九
月
、
「
歩
き
方
の
理
論
」
を
発
表
（
同
ξ
o
噂
Φ
い
葺
価
、
　
　
　
明
さ
れ
て
い
る
。

　
鎚
貯
①
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
八
二
〇
年
以
来
、
私
は
社
会
生
活
を
深
く
分
析
し
、
そ
の
す
べ
て
を
四

天
三
四
年
四
月
、
「
金
色
の
眼
の
娘
」
第
葦
「
ず
の
相
貌
」
を
、
「
＋
九
　
冊
の
政
治
道
徳
的
、
科
学
的
観
察
に
も
と
つ
い
た
。
し
勢
7
も
ふ
ざ
け
た
調
子
の

　
世
紀
風
俗
研
究
」
の
「
パ
リ
生
活
場
景
」
と
し
て
出
版
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
批
評
の
本
に
ま
と
め
た
い
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
い
た
。
」

一
八
三
四
年
六
月
、
「
結
婚
の
生
理
学
」
第
二
版
印
刷
。
第
一
版
に
は
な
か
っ
　
　
　
す
な
わ
ち
、
「
教
授
団
の
分
析
汽
「
結
婚
の
生
理
学
」
、
「
社
会
生
活
の
病
理

た
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」
の
予
告
が
つ
け
加
え
ら
れ
㌦
3
　
　
　
学
」
・
昊
徳
の
特
殊
研
究
」
、
こ
の
四
禦
天
暮
劇
」
の
「
分
析
研
究
」

一
八
三
八
年
十
月
、
シ
ャ
ル
パ
ソ
チ
エ
書
店
よ
り
「
結
婚
の
生
理
学
」
と
ブ
リ
　
　
を
形
づ
く
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
ア
゜
サ
ヴ
ァ
ラ
ソ
の
－
味
覚
の
生
理
学
L
を
抱
き
合
わ
せ
に
し
た
版
の
出
版
。
　
　
　
「
風
俗
研
究
」
の
各
場
景
は
、
人
間
の
一
生
の
比
喩
を
用
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
付
録
と
し
て
「
近
代
刺
戟
物
論
」
を
加
え
た
。
そ
の
上
に
、
　
　
　
「
私
生
活
場
景
」
は
青
春
、
「
地
方
生
活
場
景
」
と
「
パ
リ
生
活
場
景
」
が
成
年

蕪
難
敏
勤
鞠
鍵
類
鷲
生
活
論
『
．
歩
雛
軽
郵
魏
嘉
鐸
融
罐
鐸
舞
鰭
励
硲

天
三
八
年
＋
二
月
、
シ
ャ
ル
パ
ソ
チ
乏
対
し
て
．
社
会
病
理
学
、
を
売
る
　
文
で
は
イ
タ
リ
・
ク
）
時
代
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
影
響
の
哲
学
的
研
究
、
で
あ
｝

　
契
約
を
結
ぶ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
人
間
は
平
均
二
十
五
才
で
結
婚
す
る
か
ら
、
第
二
の
本
は
「
結
婚
の
生
理

一
八
四
二
年
の
「
人
間
喜
劇
」
序
文
に
も
、
「
社
会
病
理
学
」
の
題
名
は
「
分
析
．
　
　
学
」
で
あ
る
。
第
三
の
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」
の
段
階
で
は
、
人
間
は
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら

　
研
究
L
の
中
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
社
会
に
よ
っ
て
作
り
あ
げ
ら
れ
、
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
た
法
則
に
従
っ
て

　
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
手
紙
や
作
品
予
告
の
中
で
、
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」
目
　
　
す
べ
て
の
行
動
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
本
は
社
会
的

下
進
行
中
、
目
下
印
刷
中
、
年
末
発
行
決
定
、
と
く
り
か
え
し
た
が
、
実
際
　
　
　
人
間
が
外
部
生
活
に
。
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
、
法
典
化
す

は
、
断
片
だ
け
の
こ
っ
て
、
全
体
は
書
か
れ
ず
に
終
っ
た
。
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
る
。
最
後
の
「
美
徳
の
特
殊
研
究
」
で
社
会
意
識
の
法
則
を
う
ち
た
て
て
終

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
頭
の
中
に
は
、
こ
の
本
は
、
す
で
　
　
る
。
こ
の
四
冊
の
う
ち
「
結
婚
の
生
理
学
」
だ
け
が
実
現
し
た
。

に
完
成
し
た
か
の
よ
う
な
幻
が
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
私
達
に
は
、
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」
の
断
片
と
し
て
、
こ
の
解
説
と
、
三

「
私
の
大
作
品
『
社
会
生
活
の
病
理
学
紐
6
」
　
ρ
　
　
　
　
゜
っ
の
ラ
ギ
優
讐
生
活
論
」
（
天
三
〇
）
・
暴
き
方
の
理
論
L
（
一
八

　
…
人
間
喜
劇
L
に
は
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
作
品
と
し
て
、
全
集
の
計
画
　
　
三
三
）
、
「
現
代
刺
戟
物
論
」
（
一
八
三
八
）
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
。
気
ま
ぐ

の
た
び
に
題
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
人
間
喜
劇
」
に
お
け
る
こ
の
作
品
の
　
　
れ
の
よ
う
に
さ
え
見
え
る
、
ば
ら
ぼ
ら
な
題
名
の
も
と
に
、
時
間
も
か
な
り
お



い
て
発
表
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
文
章
は
・
は
た
し
て
共
通
す
る
理
論
を
展
開
し
て
　
’
よ
り
具
体
的
で
く
わ
し
い
。
何
故
な
ら
、
階
級
は
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
主
に
職

い
る
だ
ろ
う
か
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
を
基
準
と
し
て
分
け
ら
れ
た
が
、
「
生
理
学
」
の
分
類
は
女
性
だ
け
が
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
り
、
彼
女
達
は
家
庭
を
通
じ
て
、
二
次
的
に
、
階
級
と
結
び
つ
い
て
い
た

註
－
。
二
嘱
。
旨
…
い
”
・
Φ
昌
。
ひ
Φ
℃
。
喜
二
Φ
①
5
。
。
．
9
一
①
α
Φ
，
u
鋤
一
N
9
。
冒
．
か
ら
で
奮
・

　
　
　
お
ト
∂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
最
初
に
全
体
を
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
。

　
　
2
0
。
『
目
①
の
b
。
づ
α
”
づ
。
Φ
ω
（
Ω
9
。
の
昼
二
①
の
0
9
『
づ
．
Φ
『
）
8
ヨ
。
一
も
．
§
　
　
1
雷
゜
ヨ
ヨ
Φ
曾
富
く
鑑
Φ
1
『
曽
く
δ
゜
§
番

　
　 R
魯
く
触
Φ
ω
o
。
暑
蚕
Φ
ω
住
①
b
σ
・
D
一
N
・
D
。
（
O
O
b
9
触
α
）
嘱
首
。
．
ω
嵩
　
　
－
冨
゜
∋
塁
且
雇
ω
①
1
霊
≦
Φ
住
㎡
壽
8

　
　
4
臼
⊆
＜
『
Φ
ω
。
。
豊
鰹
Φ
ω
（
O
o
づ
鋤
『
α
）
葛
。
く
目
①
u
H
＜
①
触
Φ
ω
ム
　
皿
い
ぎ
§
§
；
①
翼
戦
雪
－
冨
幕
ひ
奮
幕
註
－

　
　
　
後
。
．
U
．
と
略
す
よ
。
筥
①
H
H
ご
．
謹
　
　
　
　
　
壼
く
き
霞
と
゜
翼
の
対
立
・
芸
術
家
の
独
自
性
・
と
い
っ
た
図
式
は
・

　
　
5
自
縄
く
円
①
の
。
§
Φ
憂
Φ
ω
（
O
O
づ
9
触
α
）
、
け
。
巨
Φ
一
．
　
　
　
当
時
の
サ
ソ
゜
シ
㌻
主
馨
の
も
の
で
あ
っ
た
・
バ
ル
ザ
・
ク
は
f
を
さ

　
　
6
0
。
ほ
Φ
9
。
巳
き
8
ω
8
ヨ
Φ
H
H
押
や
ミ
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
に
三
つ
に
．
分
け
る
。

靴
嵐
ー
．
．
°
　
　
藤
雛
、
麟
動
か
し
な
が
ら
　
を
譲
り
わ
た
し
て
廿

　
ω
　
「
優
雅
な
生
活
論
」
（
↓
錯
ま
自
Φ
冨
ぐ
δ
国
振
σ
q
き
一
①
）
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
う
の
で
あ
る
。
（
…
）
労
働
に
よ
っ
て
組
織
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
人
々

　
前
年
の
「
結
婚
の
生
理
学
」
（
一
八
二
九
年
）
の
成
功
の
記
憶
が
ま
だ
新
し
　
　
は
、
蒸
気
機
関
に
も
似
て
、
ま
っ
た
く
同
一
の
形
態
を
と
っ
て
生
ま
れ
、
個
性

い
と
き
に
書
か
れ
た
こ
の
エ
．
ッ
セ
：
は
、
同
じ
方
法
を
用
い
て
い
る
。
「
結
婚
　
　
的
な
と
こ
ろ
を
、
い
さ
さ
か
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
生
産
具
と
し
て
の
人

の
生
理
学
」
に
は
「
夫
婦
の
統
計
」
と
い
う
章
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
　
　
間
（
一
℃
　
げ
O
旨
P
ヨ
Φ
一
づ
ω
け
『
庫
b
ρ
Φ
づ
一
）
は
、
一
種
の
社
会
的
零
で
あ
っ
て
、
い
く

全
女
性
人
・
を
、
百
姓
女
、
労
働
者
階
級
の
女
、
商
人
階
級
の
女
、
と
い
う
よ
嘉
え
た
と
．
」
ろ
で
、
零
の
警
に
何
か
数
字
が
く
る
の
霞
い
か
ぎ
り
、
決

う
に
分
類
し
、
最
後
に
、
完
全
な
有
閑
生
活
を
享
楽
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
淑
　
　
し
て
一
つ
の
量
に
な
ら
な
い
。
」

女
L
（
｛
Φ
5
P
日
Φ
げ
O
⇔
口
Φ
仲
⑦
）
と
よ
ば
れ
る
少
数
の
特
権
階
級
を
残
し
た
。
こ
の
　
　
　
圃
跡
涜
商
人
、
下
士
官
、
代
書
人
な
ど
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
3

き
ら
び
や
か
な
集
団
を
文
化
の
集
積
の
象
徴
と
み
な
し
、
彼
女
達
の
間
に
ひ
ろ
　
　
　
「
構
造
が
少
し
複
雑
に
な
っ
た
だ
け
（
…
）
。
彼
ら
は
小
数
だ
ろ
う
。
」

が
っ
て
い
る
「
姦
通
」
と
い
う
風
俗
に
注
目
し
た
。
こ
の
特
殊
な
風
俗
の
分
析
　
　
　
③
医
者
、
．
司
祭
、
弁
護
士
、
公
証
人
、
下
位
法
官
、
卸
業
者
、
官
吏
、
将
官

か
ら
、
逆
に
結
婚
制
度
一
般
を
考
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
。
　
　
　
　
　
　
、

　
「
優
雅
な
生
活
論
」
も
分
類
で
は
じ
ま
る
。
階
級
論
は
、
「
結
婚
の
生
理
学
」
　
　
　
「
こ
れ
ら
の
人
々
は
見
事
に
調
整
さ
れ
た
機
械
で
あ
る
。
そ
の
ポ
ソ
プ
、
チ



エ
ー
ソ
、
サ
ド
ル
、
す
べ
て
の
歯
車
は
、
て
い
ね
い
に
み
が
か
れ
、
調
整
さ
　
　
し
、
「
優
雅
な
生
活
論
」
に
は
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
入
る
ま
え
に
、
階
級
分

れ
（
油
を
さ
さ
れ
て
、
相
当
り
っ
ぽ
に
見
え
る
刺
繍
を
ほ
ど
こ
さ
れ
た
お
お
い
　
　
類
の
全
体
を
支
配
す
る
原
理
を
み
つ
け
よ
う
と
い
う
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
’

の
下
で
回
転
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
生
活
は
相
変
ら
ず
機
械
じ
か
け
の
生
　
　
　
そ
こ
か
ら
次
の
ア
フ
ォ
リ
ス
ム
が
生
ま
れ
た
。

活
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
ま
だ
思
考
が
自
由
で
は
な
い
し
、
豊
か
で
も
な
い
。
　
　
，
「
1
文
明
生
活
に
し
ろ
、
野
蛮
生
活
に
し
ろ
、
そ
の
目
的
は
休
息
（
憎
Φ
O
o
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
プ
リ
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
（
…
）
彼
ら
は
社
会
的
総
額
に
お
い
て
、
整
数
に
数
え
ら
れ
る
と
し
て
も
ー
に
　
　
で
あ
る
。
H
絶
対
的
休
息
は
憂
欝
を
生
む
。
皿
優
雅
な
生
活
と
は
、
お
お
ま

　
　
　
　
　
る

す
ぎ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
に
い
え
ぽ
休
息
を
刺
戟
す
る
術
の
こ
と
だ
。
W
労
働
に
な
れ
て
い
る
人
は
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

　
余
暇
の
な
い
生
活
（
冨
く
δ
0
8
ξ
ひ
①
）
は
、
③
ま
で
で
終
る
が
、
そ
の
上
に
　
　
雅
な
生
活
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
」

社
会
生
活
の
価
値
規
準
を
倒
錯
し
て
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
芸
術
家
が
い
る
。
　
　
　
　
ア
フ
ォ
リ
ス
ム
皿
が
、
「
金
色
の
眼
の
娘
」
の
ド
・
マ
ル
セ
ー
の
異
常
な
冒

　
④
芸
術
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
険
を
説
明
す
る
。

　
「
芸
術
家
は
例
外
で
あ
る
。
彼
の
無
為
は
一
種
の
労
働
で
あ
り
、
労
働
が
一
　
・
　
さ
き
の
五
つ
の
階
級
は
、
彼
ら
の
持
っ
て
い
る
「
休
息
」
の
量
に
よ
り
段
階

　
　
　
　
　
　
　
　
ら

種
の
休
息
だ
か
ら
。
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
差
を
生
じ
る
。
①
の
労
働
者
階
級
は
「
休
息
」
を
う
ば
わ
れ
、
⑤
の
特
権
階
級

⑤
最
後
が
・
高
級
官
吏
・
高
位
聖
職
者
・
将
軍
・
杢
地
所
有
煮
大
臣
・
　
に
は
労
禦
な
く
て
・
絶
対
的
休
息
の
み
が
あ
る
・
優
雅
L
と
は
・
「
休
息
」
卜

貴
族
と
い
っ
た
優
雅
な
生
活
を
送
る
有
閑
者
で
あ
る
。
　
　
　
　
の
籍
を
霰
す
る
も
の
の
．
」
と
で
あ
る
。
そ
．
」
℃
ハ
ル
ザ
・
ク
は
、
労
働
者
田

　
「
金
色
の
眼
の
娘
」
冒
頭
（
「
パ
リ
の
相
貌
」
）
に
あ
っ
た
都
会
生
活
者
の
五
　
　
　
に
と
っ
て
「
優
雅
」
と
は
、
猛
襖
の
入
っ
た
櫃
を
意
味
し
、
プ
チ
・
プ
ル
ジ
ョ

分
類
の
原
型
が
こ
こ
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
に
と
っ
て
は
舟
型
ベ
ッ
ド
と
か
夜
の
明
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
と
っ
て
は
従
僕

　
パ
リ
の
住
民
を
階
級
別
、
あ
る
い
は
も
っ
と
細
か
く
階
層
に
分
け
て
、
そ
の
　
　
を
意
味
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。
一
番
上
の
特
権
階
級
の
生
活
だ
け
は
、
生
活

風
俗
を
あ
る
い
は
謁
刺
的
に
描
写
す
る
と
い
の
は
、
す
で
に
伝
統
と
な
っ
て
い
　
　
の
全
部
が
「
休
息
」
で
あ
り
、
従
っ
て
、
優
雅
そ
の
も
の
と
な
る
。
こ
こ
に

た
。
メ
ル
シ
エ
は
十
八
世
紀
に
大
部
な
「
パ
リ
絵
図
」
（
ζ
①
同
9
Φ
二
↓
9
三
Φ
鋤
ρ
　
　
「
優
雅
な
生
活
」
と
い
う
特
殊
な
風
俗
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

α
Φ
勺
舞
一
ρ
嵩
。
。
一
）
を
書
い
た
。
そ
の
ま
え
が
き
に
は
、
「
私
は
、
市
民
の
あ
　
　
　
社
会
を
窪
9
＜
巴
一
一
Φ
ξ
と
9
の
自
の
分
離
と
し
て
と
ら
え
る
の
は
、
サ
ソ
・

ら
ゆ
る
階
級
の
中
を
探
究
し
た
。
対
照
関
係
に
よ
り
、
こ
の
巨
人
都
市
の
精
神
　
　
シ
モ
ソ
主
義
者
の
図
式
で
あ
る
。
ド
ナ
ー
ル
は
、
「
金
色
の
眼
の
娘
」
の
階
級

的
相
貌
を
よ
り
よ
く
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
誇
り
高
い
豪
奢
か
ら
は
最
も
遠
く
．
　
論
、
と
り
わ
け
労
働
者
の
悲
惨
な
現
状
を
の
べ
た
部
分
に
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
と

　
へ
だ
た
っ
た
事
物
を
も
無
視
し
な
か
っ
た
。
L
と
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
交
の
あ
っ
た
サ
ソ
・
シ
モ
ソ
主
義
者
ビ
ュ
ッ
シ
ェ
の
「
歴
史
科
学
入
門
」

　
バ
ル
ザ
ヅ
ク
は
「
食
料
品
屋
」
、
「
銀
行
家
」
、
「
公
証
人
」
、
…
…
と
い
っ
た
　
　
　
（
し
口
二
〇
一
H
①
N
旧
　
一
口
け
同
O
α
二
〇
け
一
〇
⇒
9
，
　
一
鋤
　
ω
O
圃
Φ
旨
O
Φ
島
Φ
　
一
．
囹
【
一
ω
け
O
一
『
①
℃
臼
○
◎
Q
◎
ω
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

題
の
雑
文
を
数
多
く
書
き
、
ジ
ャ
！
ナ
リ
ズ
ム
に
受
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
　
　
　
影
響
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
本
に
は
、
労
働
者
階
級
が
、
幼
年
時
か



ら
の
激
し
い
労
働
と
、
疲
労
を
ま
ぎ
ら
わ
す
た
め
の
飲
酒
の
習
慣
に
疎
っ
て
肉
’
　
階
位
綱
は
、
す
で
に
無
力
な
の
で
、
彼
ら
は
た
だ
、
立
居
ふ
る
ま
い
と
か
、
教

体
の
崎
型
化
（
Ω
一
｛
h
O
弓
5
P
一
叶
σ
）
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
と
読
者
に
訴
え
て
い
る
　
　
育
の
成
果
で
あ
る
「
何
か
し
ら
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
だ
け
で
自
ら
を
区
別

部
分
が
あ
る
（
二
六
ー
二
七
頁
）
。
ビ
ュ
ッ
シ
ェ
は
「
最
大
多
数
を
占
め
る
貧
　
　
さ
せ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

し
い
人
々
の
た
め
に
」
と
い
う
サ
ソ
・
シ
モ
ン
主
義
の
立
場
か
ら
、
こ
の
本
を
゜
　
　
そ
こ
で
人
々
は
生
活
の
外
観
を
重
ん
じ
、
流
行
を
追
う
。
何
故
な
ら
、
現
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
ド

書
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
、
階
位
を
授
け
る
の
は
、
世
論
の
力
で
あ
り
、
流
行
は
、
衣
裳
の
形
を
と

　
「
優
雅
な
生
活
論
」
に
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
世
論
に
他
な
ら
な
い
か
ら
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
「
サ
ソ
・
シ
モ
ソ
主
義
学
説
に
よ
れ
ば
、
優
雅
な
生
活
は
、
社
会
の
か
か
る
　
　
　
　
「
優
雅
な
生
活
論
」
第
三
部
は
、
「
優
雅
な
生
活
」
を
表
現
す
る
服
装
、
話
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
っ
と
も
重
い
病
気
だ
。
L
と
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
並
ん
で
、
　
　
　
　
　
　
方
、
歩
き
方
、
住
居
、
家
具
な
ど
に
つ
い
て
の
具
体
的
研
究
に
入
る
。
「
結
婚

　
「
P
°
T
°
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
・
優
雅
な
生
活
は
・
産
業
拡
大
の
原
因
醗
困
と
　
　
　
の
生
珊
学
」
に
お
い
て
姦
通
防
止
法
が
、
ふ
ざ
け
た
調
子
で
ひ
ろ
う
さ
れ
た
と

い
う
引
用
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
じ
く
、
優
雅
な
生
活
者
と
し
て
ふ
る
ま
う
た
め
の
技
術
が
の
べ
ら
れ
る
わ
け

バ
ル
ザ
・
ク
自
身
は
、
芳
譲
サ
ソ
・
シ
モ
ソ
主
義
の
図
式
を
借
り
な
が
・
で
あ
る
。
バ
ル
ザ
．
ク
の
観
点
蔀
次
の
ア
フ
ォ
リ
ス
ム
に
要
約
さ
れ
る
。
　
一

ら
・
他
方
で
は
・
一
種
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
の
観
点
か
ら
見
る
。
特
権
階
級
に
集
　
　
　
　
「
化
粧
は
社
会
の
表
現
で
あ
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
0

，
中
さ
れ
た
「
休
息
」
は
、
全
国
民
の
労
働
の
産
物
で
あ
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
と
　
　
　
註
1
　
0
°
U
°
8
ヨ
Φ
一
押
や
嵩
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
0

っ
て
は
「
優
雅
な
生
活
」
は
、
「
社
会
組
織
の
最
も
厳
密
な
演
繹
に
基
づ
く
」
　
　
　
　
2
　
同
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

の
で
あ
り
、
「
一
国
の
進
歩
の
し
る
し
」
で
あ
る
か
ら
興
味
を
ひ
く
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
3
　
同
右
，
　
　
．

　
「
社
会
の
進
歩
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
だ
け
が
、
優
雅
な
生
活
の
感
覚
を
も
　
　
　
　
　
4
　
0
・
U
・
8
ヨ
①
H
押
b
・
顧
幽

生
む
。
、
こ
の
生
活
態
度
は
、
す
で
に
成
年
に
達
し
た
若
々
し
い
組
織
に
よ
っ
て
　
　
　
　
5
　
ρ
O
・
8
ヨ
Φ
H
一
矯
や
嵩
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

つ
く
り
だ
さ
れ
た
新
し
い
利
益
と
欲
求
の
表
現
で
は
な
い
か
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
同
右

　
「
優
雅
な
生
活
」
の
歴
史
は
一
七
八
九
年
以
前
に
は
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
。
何
・
　
　
　
7
　
ピ
、
〉
嘗
ひ
①
b
d
巴
N
p
9
①
弓
Φ
お
9
》
b
・
一
お
山
澄

故
な
ら
、
旧
制
度
下
で
は
、
封
建
貴
族
の
階
位
制
、
そ
の
紋
章
な
ど
が
、
そ
の
　
　
　
　
　
8
　
0
・
U
・
8
ヨ
Φ
H
押
や
覇
①

人
間
の
自
由
に
し
う
る
人
間
、
労
力
、
暇
な
ど
の
量
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
　
　
　
　
9
　
同
右

る
か
ら
で
あ
る
。
大
革
命
は
生
ま
れ
に
よ
る
貴
族
制
を
廃
し
た
か
わ
り
に
、
金
　
　
　
　
1
0
　
0
・
O
・
8
ヨ
Φ
昌
や
一
①
N

と
権
力
と
才
能
に
よ
る
新
し
い
貴
族
制
を
う
ち
た
て
た
。
新
し
い
貴
族
も
、
自
　
　
　
　
　
1
1
　
同
右

己
の
権
力
の
段
階
を
誇
示
し
た
い
と
い
う
激
し
い
欲
望
に
と
ら
わ
れ
る
。
旧
い
　
　
　
　
1
2
0
°
U
°
8
旨
Φ
戸
冒
・
嵩
。
。
－
り



　
　
1
3
　
0
・
U
・
け
。
§
Φ
一
押
弓
・
嵩
㊤
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
強
制
労
働
に
よ
り
、
あ
る
動
作
を
く
り
か
え
さ
ね
ぽ
な
ら
な
い
人
は
、
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
6

　
　
②
　
「
歩
き
方
の
理
論
」
（
］
「
摯
o
　
］
ワ
び
ひ
O
触
一
Φ
　
血
Φ
　
一
①
　
圃
）
ひ
ヨ
鋤
噌
O
ず
Φ
）
　
　
　
　
　
き
方
に
、
強
度
に
決
定
的
な
、
ま
る
で
機
関
車
の
よ
う
な
原
理
を
も
っ
て
い
る
。
」

　
こ
こ
で
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
も
っ
ぱ
ら
人
間
の
歩
き
方
に
注
目
し
、
街
角
，
　
　
常
に
王
座
に
つ
い
て
い
る
王
は
、
運
動
不
足
か
ら
よ
ち
よ
ち
歩
き
に
な
る
。

で
観
察
し
た
結
果
、
人
の
数
と
同
じ
だ
け
の
歩
き
方
が
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
　
　
一
日
の
長
時
間
を
暗
い
部
屋
で
す
ご
す
法
官
や
官
吏
は
、
身
体
的
に
も
精
神
的

こ
の
エ
ッ
セ
ー
で
は
、
社
会
生
活
を
お
く
る
人
間
は
、
歩
き
方
に
よ
り
判
断
さ
　
　
　
に
も
機
械
じ
か
け
の
よ
う
に
な
る
。
門
番
や
堂
守
は
痴
呆
の
一
歩
手
前
で
あ

れ
る
と
い
う
理
論
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
「
ル
イ
・
ラ
ソ
ベ
ー
ル
」
に
あ
　
　
る
。

っ
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
い
わ
ゆ
る
精
神
物
力
論
（
身
慈
ヨ
一
ω
ヨ
Φ
ω
嘗
葺
二
巴
）
が
　
　
　
　
「
金
色
0
眼
の
娘
」
の
冒
頭
に
あ
っ
た
各
階
級
の
人
間
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
崎

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
型
化
の
原
理
が
こ
こ
に
あ
る
。

　
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
よ
れ
ぽ
、
生
命
は
流
体
で
あ
っ
て
、
各
人
は
、
そ
の
一
定
量
　
　
　
　
結
論
の
部
分
に
は
、
ル
ソ
ー
の
「
考
え
る
人
間
は
、
堕
落
し
た
動
物
で
あ

を
保
有
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
」
と
い
う
言
葉
が
ひ
か
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
で
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は

　
「
人
間
は
、
彼
の
行
動
か
ら
生
じ
る
す
べ
て
の
行
為
に
よ
り
、
彼
の
活
動
局
　
　
　
次
の
よ
う
な
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

面
に
何
ら
か
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
、
力
の
あ
る
量
を
生
じ
さ
せ
る
跨
　
　
　
　
　
　
「
人
間
の
偉
大
な
業
績
の
中
で
物
質
的
、
あ
る
い
は
精
神
的
な
、
何
か
過
度
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
「
行
動
の
中
に
は
、
人
間
の
最
も
純
粋
な
行
為
で
あ
る
思
考
（
℃
①
湯
⑩
Φ
）
を
　
　
　
な
行
動
な
し
に
、
か
く
と
く
さ
れ
た
も
の
を
一
つ
で
も
見
つ
け
て
下
さ
る
こ
と
　
7

含
む
・
嘉
は
・
思
考
の
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
・
芒
て
・
歩
き
方
と
身
が
で
き
ま
す
か
跨
　
　
　
　
　
竃
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ
り
は
、
言
葉
を
多
か
れ
少
か
れ
情
熱
的
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
」

「
す
ぺ
て
法
外
な
行
動
は
・
崇
高
な
浪
費
で
あ
る
譜
　
　
　
　
　
註
－
ρ
u
．
一
。
8
Φ
戸
”
．
§

「
精
神
は
・
遠
心
力
で
得
た
も
の
を
求
心
力
で
失
う
舞
、
　
　
　
　
・
2
同
右
。
．
①
。
．
£

美
し
い
動
作
と
は
無
駄
の
も
っ
と
も
節
約
さ
れ
た
動
作
で
あ
る
・
孝
え
る
こ
　
3
°
同
謹
．
舅

と
の
な
い
動
物
は
す
べ
て
高
貴
な
歩
き
方
を
す
る
・
そ
れ
に
反
し
て
・
人
間
は
・
　
4
同
喜
．
§

だ
れ
天
と
し
て
完
全
な
歩
き
方
が
で
き
る
も
の
は
い
な
い
・
思
考
が
う
ね
に
　
．
。
同
右
忌
心
。

人
間
を
欝
へ
と
か
り
た
て
る
か
ら
で
あ
る
・
　
　
　
　
　
　
6
同
右
”
．
猿

身
体
の
で
あ
れ
・
精
神
の
で
あ
れ
・
驚
ぱ
・
社
ム
お
永
遠
の
傷
で
あ
り
・
　
7
同
右
包
傷
。
．

身
体
的
特
徴
・
ま
た
は
偏
り
を
つ
く
る
礁
　
　
，
　
　
　
　
⑧
現
代
刺
戟
物
論
」
（
↓
「
鋤
陣
一
ひ
　
自
⑦
ω
　
】
円
M
ハ
O
一
榊
四
昌
一
ω
　
ζ
O
α
Φ
『
昌
Φ
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
歩
き
方
に
表
わ
れ
る
の
が
、
こ
の
偏
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刺
戟
物
論
と
い
う
の
は
、
「
過
度
」
な
も
の
へ
走
り
や
す
い
傾
向
を
も
つ
現



へ代
社
会
を
も
っ
と
も
端
的
に
と
ら
え
る
秀
れ
た
視
点
で
あ
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
　
　
　
し
か
し
、
ぶ
ど
う
酒
は
、
本
質
的
に
は
下
層
階
級
の
刺
戟
物
で
あ
っ
て
、
労
働

は
、
刺
戟
物
と
し
て
、
酒
、
砂
糖
、
紅
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
煙
草
の
五
種
を
挙
げ
　
　
　
者
は
、
一
週
間
の
労
働
を
終
え
て
給
料
を
手
に
す
る
と
、
休
日
は
酒
場
に
入
り

て
い
る
・
「
環
儲
」
と
わ
ざ
わ
ざ
ご
と
わ
っ
て
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
エ
ッ
セ
ー
　
°
　
び
た
り
に
な
っ
て
、
労
働
で
歪
ん
だ
肉
体
を
、
さ
ら
に
放
蕩
で
ね
じ
曲
げ
る
。

の
書
か
れ
る
数
年
ま
え
か
ら
、
こ
れ
ら
の
刺
戟
物
は
異
常
に
発
達
し
た
。
バ
ル
　
　
下
層
労
働
者
乏
飲
酒
の
問
題
は
当
時
の
社
会
問
題
で
あ
っ
た
。
「
金
色
の
眼
の

ザ
ッ
ク
は
刺
戟
物
の
大
量
摂
取
の
習
慣
に
よ
っ
て
社
会
が
変
型
を
き
た
し
て
い
　
　
娘
」
で
は
、
バ
ー
が
毎
週
、
労
働
者
に
よ
る
革
命
の
爆
発
を
く
い
と
め
る
、
と

る
と
い
う
印
象
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
刺
戟
物
流
行
の
原
因
の
一
つ
は
、
工
業
の
発
達
に
き
せ
ら
れ
て
い
る
。
砂
糖
　
　
　
　
一
方
、
・
コ
ー
ヒ
．
1
は
、
特
権
階
級
の
、
そ
し
て
知
的
な
仕
事
を
す
る
人
間
の

が
・
よ
う
や
く
数
年
前
か
ら
大
衆
に
買
え
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
　
　
　
た
め
の
刺
戟
物
で
あ
る
。
頭
脳
の
機
能
の
働
く
時
間
を
の
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
も
う
一
つ
の
原
因
は
社
会
生
活
そ
の
も
の
と
指
摘
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
ロ
ッ
シ
ー
二
、
そ
の
他
コ
ー
ヒ
ー
を
愛
用
す
る
芸
術
家
の
例
が
上
っ
て
い
る
。

「
『
過
度
（
Φ
器
の
）
』
と
は
・
自
然
が
き
め
た
正
常
な
法
則
を
こ
え
て
、
あ
る
　
そ
の
う
ゾ
え
伝
説
と
な
っ
て
い
る
バ
ル
ザ
・
ク
自
身
の
コ
ー
ヒ
ゐ
入
れ
方
が
、

快
楽
を
く
り
返
そ
う
と
す
る
こ
と
に
基
づ
く
。
人
間
の
力
が
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
異
様
な
ほ
ど
の
熱
情
を
．
」
め
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
．
－
当
の
蒙
、
挽
き
一

が
少
い
と
・
そ
れ
だ
け
『
過
度
』
に
走
り
や
す
い
。
思
考
が
、
抗
い
よ
う
も
な
　
方
、
量
、
水
の
漫
、
煮
る
時
間
な
ど
を
一
週
間
、
こ
と
に
カ
、
毛
次
第
に
濃
度
η

く
・
人
を
押
し
や
る
か
ら
で
あ
る
岬
　
　
　
　
　
　
　
を
た
か
め
て
ゆ
く
。
最
後
に
は
、
絶
食
の
後
、
最
高
の
濃
度
に
奮
し
た
も
の
一

在
会
は
・
文
明
化
さ
れ
・
平
穏
で
あ
れ
ぽ
あ
る
だ
け
、
『
過
塵
へ
の
道
を
　
を
最
も
多
量
に
飲
む
。
そ
れ
か
ら
極
端
な
衰
弱
が
訪
れ
る
。
．
、
の
過
程
に
お
い

た
ど
る
こ
と
に
な
る
僅
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
味
や
香
り
に
つ
い
て
は
話
も
述
べ
ら
れ
な
い
。
快
楽
で
は
な
く
て
苦
役

　
「
『
自
然
』
は
・
す
べ
て
の
器
官
が
等
し
い
割
合
で
生
命
活
動
に
参
加
す
る
　
　
　
の
記
録
で
あ
る
。
た
だ
消
粍
し
て
ゆ
く
た
め
だ
け
に
、
か
り
た
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
望
む
・
そ
れ
に
反
し
て
『
社
会
』
は
・
人
間
の
う
ち
に
・
い
ず
れ
か
の
特
　
人
々
を
襲
し
、
分
析
し
て
い
る
バ
ル
ザ
・
ク
自
身
が
、
そ
の
最
も
残
酷
な
衝

定
の
快
楽
に
た
い
す
る
覆
の
渇
き
を
育
て
る
藻
，
　
、
　
　
　
動
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
誰
も
逃
れ
る
．
」
と
が
出
来
な
い
鄭

社
会
暑
階
級
に
は
・
個
有
の
刺
戟
物
が
あ
る
・
バ
ル
ザ
・
ク
は
・
ぶ
ど
う
　
「
今
日
で
は
、
す
べ
て
の
階
級
に
酔
お
う
と
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
」

酒
と
コ
ー
ヒ
ー
の
効
果
に
つ
い
て
は
・
自
分
の
体
験
を
ま
ぜ
て
、
特
に
く
わ
し
　
　
　
刺
戟
物
に
よ
っ
て
絶
え
ず
刺
戟
さ
れ
養
分
を
お
く
ら
れ
る
特
定
の
器
官
は
、

く
述
べ
て
い
る
・
酒
の
酔
は
・
現
実
世
界
に
幻
想
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
か
け
て
痛
み
　
　
　
肥
大
し
、
つ
い
に
は
傷
む
。
一
方
、
そ
の
器
官
が
と
り
こ
む
だ
け
、
他
の
器
官

や
苦
し
み
を
消
す
。
．
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
十
数
本
の
ぶ
ど
う
酒
を
飲
ん
で
か
ら
劇
　
　
　
は
養
分
が
不
足
し
て
衰
弱
す
る
。
一
般
に
刺
戟
物
を
使
用
す
る
と
、
渇
き
、
発

場
へ
崇
け
た
体
験
を
語
っ
て
い
る
・
そ
こ
に
は
、
羽
か
ざ
り
や
レ
麦
や
、
　
汗
、
唾
液
の
分
泌
停
止
、
生
殖
能
力
の
喪
失
と
い
．
た
症
状
が
生
じ
る
。
「
過

美
女
達
が
お
し
よ
せ
て
く
る
幻
想
の
い
か
に
も
い
き
い
き
し
た
描
写
が
あ
る
。
　
・
度
」
の
結
果
と
し
て
損
わ
れ
る
の
は
個
体
だ
け
で
は
な
く
、
世
代
の
全
体
で
あ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
デ
ル
ニ
テ

る
、
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
物
質
に
対
す
る
熱
狂
的
な
嗜
好
の
中
に
「
現
代
性
」
を
説
明
す
る
も

　
ブ
リ
ア
・
サ
ヴ
ァ
ラ
ソ
の
「
味
覚
の
生
理
学
」
と
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
結
婚
の
　
　
゜
　
　
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

生
理
学
」
の
A
．
本
の
付
録
と
し
て
書
か
れ
た
．
現
代
刺
戟
物
論
L
は
、
ま
え
が
　
　
⇔
「
社
会
生
活
の
病
羅
」
と
「
パ
リ
生
活
嚢
」

き
に
よ
れ
ぽ
、
「
味
覚
の
生
理
学
」
を
補
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

　
ブ
リ
ア
・
サ
ヴ
ァ
ラ
ン
の
本
に
も
酒
、
砂
糖
、
コ
ー
ヒ
ー
と
い
っ
た
項
が
あ
　
　
　
三
つ
の
エ
ッ
セ
ー
に
共
通
す
る
の
は
、
社
会
生
活
状
態
の
探
究
と
い
う
主
題

っ
て
、
そ
の
歴
史
、
飲
み
方
、
効
果
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
本
　
　
　
で
あ
る
。
自
然
状
態
が
調
和
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
社
会
状
態
と
は
、
不
均
衡

は
、
美
食
家
が
快
楽
と
衛
生
の
た
め
に
書
い
た
幸
福
な
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
　
　
　
の
激
化
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
片
方
に
集
中
が
あ
る
と
き
、
他
方
に

し
て
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
興
味
は
、
も
っ
ぱ
ら
人
間
の
能
力
を
一
時
的
に
拡
大
す
　
　
　
は
、
必
ず
不
足
が
生
じ
る
。
集
中
の
行
き
つ
く
と
こ
ろ
に
は
過
剰
が
あ
り
、
過

る
刺
戟
物
と
し
て
の
効
果
獣
、
過
度
の
刺
戟
を
求
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
衝
動
　
剰
は
常
に
極
度
の
不
足
と
隣
り
A
。
．
て
い
る
。

の
方
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
優
雅
な
生
活
論
」
で
は
、
「
休
息
」
が
下
層
階
級
か
ら
は
奪
わ
れ
て
、
次
第

註
昂
㍉
8
ヨ
．
目
押
Ψ
一
．
．
．
　
　
　
賦
襲
喋
藤
驚
観
製
報
い
灘
硝
撫
雑
聴
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
3
　
同
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
を
送
る
人
間
は
、
い
ず
れ
か
の
過
剰
の
た
め
に
精
神
と
肉
体
に
ひ
ず
み
を
　
　
一

　
　
4
　
0
・
U
・
8
ヨ
Φ
H
算
、
や
一
露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
じ
る
と
い
う
の
が
「
歩
き
方
の
理
論
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぼ
か
り
か
、
社
会

　
　
5
　
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
「
個
性
増
加
の
手
段
と
し
て
の
ぶ
ど
う
酒
と
ア
シ
　
　
　
全
体
が
、
過
剰
と
不
均
衡
を
う
な
が
す
速
度
を
さ
ら
に
狂
的
に
早
め
よ
う
と
し

　
　
　
ー
シ
ュ
の
比
較
」
（
一
八
五
一
年
）
は
、
バ
ル
ザ
ッ
゜
ク
の
「
現
代
刺
戟
物
　
　
　
て
刺
戟
物
に
熱
中
す
る
姿
が
「
近
代
刺
戟
物
論
」
に
描
か
れ
た
。

　
　
　
論
L
と
非
常
に
似
通
っ
た
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
は
ブ
　
　
　
「
す
べ
で
の
器
官
は
、
濫
用
で
も
、
使
用
不
足
で
も
損
わ
れ
る
。
」
（
「
歩
き
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
リ
ア
・
サ
ヴ
ァ
ラ
ソ
を
罵
倒
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。
階
級
に
特
有
　
　
　
の
理
論
」
）
と
い
う
個
体
の
病
理
学
に
関
す
る
定
式
を
、
類
推
法
に
よ
っ
て
、

　
　
　
の
刺
戟
物
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
下
層
階
級
は
ぶ
ど
う
酒
、
、
特
　
　
　
全
体
に
適
用
す
る
の
が
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」
で
あ
る
。

　
　
　
権
階
級
は
コ
ー
ヒ
ー
に
代
っ
て
ア
シ
ー
シ
ュ
で
あ
る
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
　
　
　
社
会
生
活
状
態
が
、
不
均
衡
の
激
化
だ
と
す
れ
ば
、
社
会
生
活
状
態
を
観
察

　
　
　
の
エ
ッ
セ
ー
に
は
、
「
近
代
刺
戟
物
論
」
の
名
は
見
当
ら
な
い
が
、
ア
　
　
す
る
の
に
は
都
市
が
も
っ
と
も
適
し
て
い
る
。
都
市
は
、
あ
ら
ゆ
る
過
度
な
現

　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
シ
ー
シ
ュ
の
効
果
を
語
る
と
こ
ろ
に
「
一
時
間
の
う
ち
に
何
人
分
も
の
　
　
’
象
、
富
の
過
剰
も
、
貧
困
の
過
剰
も
、
す
べ
て
が
集
中
す
る
場
だ
か
ら
で
あ

　
　
　
人
生
を
生
き
て
し
ま
う
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
『
あ
ら
皮
』
、
の
主
題
　
　
　
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」
に
お
い
て
観
察
し
た
対
象
も
ダ

　
　
　
だ
。
L
と
あ
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
も
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
も
精
神
を
昂
揚
さ
せ
　
　
　
ン
デ
ィ
の
優
雅
な
生
活
、
各
種
の
職
業
に
特
有
の
顔
が
み
わ
け
ら
れ
る
街
の
雑
’



踏
、
し
刺
戟
物
に
酔
う
人
々
な
ど
、
す
べ
て
パ
リ
と
い
う
大
都
会
の
風
俗
で
あ
っ
　
　
　
「
パ
リ
生
活
場
景
」
の
登
場
人
物
に
は
、
し
ば
し
ば
レ
ア
リ
ス
ム
を
裏
切
る

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
，
、
ほ
ど
の
強
烈
な
個
性
が
与
え
ら
れ
、
事
件
は
あ
ま
り
に
も
ロ
マ
ネ
ス
ク
で
あ

　
「
私
生
活
場
景
」
は
、
「
結
婚
の
生
理
学
」
が
、
ほ
と
ん
ど
完
成
じ
て
か
ら
書
　
　
、
る
。
こ
れ
も
、
文
明
と
は
崎
型
化
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
「
社
会
生
活
の
病

き
は
じ
め
ら
れ
、
最
初
の
短
篇
小
説
は
、
「
生
理
学
」
の
ア
フ
ォ
リ
ス
ム
の
各
，
　
理
学
L
の
結
論
を
表
現
す
る
た
め
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ソ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ

々
の
敷
術
と
さ
え
呼
ぼ
れ
た
。
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」
と
「
パ
リ
生
活
場
景
」
　
　
う
か
。
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

と
の
間
に
は
「
金
色
の
眼
の
娘
」
序
章
を
の
ぞ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
緊
密
な
　
　
　
「
パ
リ
生
活
場
景
」
に
お
け
る
病
め
る
文
明
は
、
「
田
園
生
活
場
景
」
の
ユ
：

関
係
は
な
い
。
し
か
し
、
「
パ
リ
生
活
場
景
」
が
生
ま
れ
る
ま
え
に
、
「
社
会
生
　
　
　
ト
ピ
ア
小
説
に
お
い
て
批
判
さ
れ
る
。
し
か
し
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
近
代
文
明
を

活
の
病
理
学
」
め
計
画
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
な
、
全
体
を
支
配
す
る
論
理
を
　
　
嫌
悪
の
冷
い
目
で
眺
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
光
り
輝
く
黄
金

つ
か
も
う
と
す
る
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
う
た
が
え
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
の
イ
メ
：
ジ
を
好
ん
だ
。
同
様
に
、
崎
型
と
病
患
の
イ
メ
：
ジ
に
対
す
る
偏
執

　
「
優
雅
な
生
活
論
」
で
は
、
下
層
階
級
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
て
特
権
階
級
へ
　
　
的
な
愛
着
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
共
に
近
代
文
明
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
表
明

む
け
て
集
中
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
を
、
「
休
息
」
（
吋
①
b
O
ω
）
と
い
う
抽
象
名
詞
で
　
　
　
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
パ
リ
生
活
場
景
し
に
お
い
て
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
こ
の
よ

呼
ん
だ
・
「
金
色
の
眼
の
娘
」
で
は
・
「
休
息
」
ほ
、
「
黄
金
」
（
・
・
）
と
い
う
物
う
旨
時
代
を
う
け
入
れ
・
都
市
に
関
す
る
近
代
の
神
話
の
裂
無
中
し
て
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
名
詞
に
代
わ
る
。
°
　
　
　
　
　
　
　
．
　
ゆ
く
の
で
あ
る
。
　
一
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
一

　
「
金
は
地
下
室
の
採
光
窓
の
奥
か
ら
溝
を
流
れ
は
じ
め
、
小
売
店
の
店
の
奥
　
　
　
　
註
1
0
．
，
∪
層
8
ヨ
Φ
一
押
戸
一
お

で
貧
弱
な
堰
に
ち
よ
っ
と
ひ
つ
か
か
り
、
勘
定
台
や
、
黄
金
の
温
床
と
も
い
う
　
　
　
　
　
2
　
司
．
団
゜
○
°
や
ω
゜
。
ω

べ
き
商
社
の
中
で
延
棒
に
か
え
ら
れ
、
持
参
金
と
か
、
遺
産
の
形
で
若
い
娘
の

手
や
、
老
人
の
骨
ぽ
っ
た
手
に
み
ち
び
か
れ
て
貴
族
社
会
に
む
け
て
ほ
と
ぼ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

り
、
そ
こ
か
ら
光
り
か
が
や
く
大
河
と
な
っ
て
流
れ
行
く
の
で
あ
る
。
」

　
「
社
会
生
活
の
病
理
学
」
の
断
片
は
、
ア
フ
ォ
リ
ス
ム
や
マ
ク
シ
ム
を
つ
な

　
　
　
　
　
　
コ
　
ド

ぐ
、
い
わ
ゆ
る
法
典
も
の
の
、
わ
ざ
と
乾
い
た
文
体
で
書
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の

エ
ヅ
セ
ー
を
詩
的
表
現
を
用
い
て
書
き
な
お
し
た
の
が
「
金
色
の
眼
の
娘
」
の

序
章
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
視
覚
に
う
っ
た
え
る
イ
ヌ
ー
ジ
の
濫
用
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
過
剰
現
象
の
ひ
し
め
い
て
い
る
都
市
生
活
の
描
写
に
は
、

こ
の
そ
う
そ
う
し
い
文
体
が
ふ
さ
わ
し
い
。


